"Kafka on the shore" Responsibility and Salvation : The influence of Fukushiki Mugen-Noh (dream Noh play split into two sections) by 浅利 文子





























“Kafka on the shore” Respnsibility and Salvation 
― The influence of Fukushiki Mugen-Noh


































































































































































る。イェーツが書いている。In dreams begin the responsibilities―ま
さにそのとおり。逆に言えば、想像力のないところに責任は生じ
ないのかもしれない。このアイヒマンの例に見られるように」
 （『海辺のカフカ』2002年 9月新潮社 上巻 227頁）
ここに引かれている英文は、アイルランドの詩人・劇作家ウィリア




引用された英文は、In dreams の後、begin the responsibilities と定冠詞
を用い複数形で表記されている。しかし、‘RESPONSIBILITIES AND 
OTER POEMS’（THE MACMILAN COMPANY 1916）では、次のとお
り単数形である。
‘In dreams begins responsibility’　　　　　　　
 Old play.
‘How am I fallen from myself, for a long time now I have not seen the 
Prince of Chang in my dreams.’
  Khoung-fou-tseu.
















柴田元幸は、デルモア・シュウォーツの小説のタイトル “In Dreams 
Begin Responsibilities” は、「イェーツの詩集『責任』（Responsibilities,1914）


















































































































































And each of us, to a greater or lesser degree, is confronting a high, solid 
wall. The wall has a name: It is The System. The System is supposed to 
protect us, but sometimes it takes on a life of its own, and then it begins to 
kill us and cause us to kill others - coldly, efficiently, systematically.　
（Haruki Murakami's Jerusalem Prize acceptance speech
 ‘Mainichi Japan’March 3,2009）



















































































以上、イェーツの詩集 “Responsibilities” から引用されたエピグラフ ‘In 










































果たすべき責任を概念的に表現したエピグラフ ‘In dreams begins 










I was born in 1949,after the war ended, but I feel like I'm kind of responsible 
for that war.と述べ、戦後生まれだから戦争に責任はないという人々も





















まとめた『能―日本古典演劇の研究』‘Noh or Accomplishment, a 
Study of the Classical Stage of Japan’（1916）を出版したことから大きな






























































































































































































































































































































1  『群像』10月号 講談社刊
2 村上春樹は『国境の南、太陽の西』（1992年 10月講談社）『スプートニクの
恋人』（1999年 4月講談社）を中編小説と称しているので、それに従った。
















10 『論語』岩波クラシックス 13 1982年 10月
11 みすず書房 1969年 9月新装版 1994年 11月
12 このスピーチは、村上の用いた比喩から「壁と卵」と呼ばれることが多い。











18 『もういちど村上春樹』（アルテスパブリッシング 2010年 11月）
19 『2015年度第 4回村上春樹国際シンポジウム国際会議予稿集』（淡江大学村上
春樹研究センター・淡江大学日本語文学科 2015年 7月）















23 梅原猛『能を観る』（朝日新聞出版 2012年 4月 89～ 92頁）
24 大島は、カフカ到着時、この図書館の由来を紹介するのに、若山牧水、石川
啄木の名も挙げている。






村上龍 村上春樹『ウォーク・ドント・ラン』（講談社 1981年 7月）




鈴木弘 訳『W・B・イエイツ全詩集』（北星堂書店 1982年 9月）
金谷治『論語』（岩波クラシックス 13 1982年 10月）
村上春樹 柴田元幸 畑中佳樹 斎藤英治 川本三郎『and Other Stories―とっておきの
アメリカ小説 12篇』（文藝春秋 1988年 9月）
ハンナ・アーレント 大久保和郎 訳『イェルサレムのアイヒマン―悪の陳腐さに




イエーツ 松村みね子訳『鷹の井戸』（角川文庫 1953年 12月）
内田樹『もういちど村上春樹』（アルテスパブリッシング 2010年 11月）
伊藤正義 校注『新潮古典集成謡曲集 上』（1983年 3月）
梅原猛 観世清和 監修『能を読む②世阿弥 神と修羅と恋』（角川学芸出版 2013年
3月）
梅原猛『能を観る』（朝日新聞出版 2012年 4月）

















‘What Haruki Murakami talks about’（Heidi Benson,Chronicle Staff Writer Sunday,October 
26, 2008）
